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から単離した PSII dimer を 30-50 μm 程度のサイズに抑えて大量に結晶化する手法を確立した。しか
し、このような結晶ではサイズが小さいために高分解能のデータを得ることが困難であった。これを解
決するため、結晶化手法と条件の改良、結晶サイズを 100 μm 前後に大きくすること、結晶化後の処理










がある。2 閃光照射と同様の方法で 3 閃光照射し、構造変化を検出する試みを行ったが、顕著な構造変











れた。これらの現象は 20% glycerolのみの溶液でも観察され、高濃度の glycerolが原因であることが示







る。酸素発生型光合成生物は、主にMonogalactosyl-diacylglycerol (MGDG), Digalactosyl-diacylglycerol 













体では SQDGの代わりに PGが増加したことが示され、このことは他の生物種での SQDG欠損の特徴




安定化は PSII の機能に影響を及ぼしている原因であることが考えられる。以上のことから SQDG は
PSIIに重要な機能を持っており、それを欠失することはできないので、欠損株では他の脂質、おそらく
PGが SQDGの結合部位に結合し、PSIIの機能を維持しているが、両者のヘッド部分の構造の違いによ
ってPSIIの一部で機能障害が引き起こされたと考えられる。 
